
玉野市 子ども・子育て支援に関するニーズ調査 

－就学前児童保護者用－ 

 

～ご協力のお願い～ 
日頃から市行政にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

玉野市では、「子ども・子育て関連３法」に基づき、教育・保育・子育て支援をさらに充実さ

せるために令和７年度からの５年間を計画期間とした「第３期玉野市子ども・子育て支援事

業計画」を策定いたします。現在の子育て支援方策を見直し、よりよい子育て環境の実現に

向け、市内にお住まいの子育て家庭の皆さまにご意見をおうかがいしたいと考えています。ご

回答いただきました内容は、すべて統計的に処理し、調査目的以外に使用することはありませ

ん。 

皆さま一人ひとりのご意見がこれからの子育て支援のために大きく影響する調査となって

おりますので、お忙しい中お手数をおかけしますが、ご協力をお願いいたします。 

 

令和６年２月 

玉野市教育委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜お問い合わせ先＞ 

玉野市教育委員会 就学前教育課 

〒706-8510 岡山県玉野市宇野１丁目２７番１号 （電話：０８６３-３２-５５７３） 

 

～返送方法について～ 

幼稚園、保育園、認定こども園な

どを通じた配布の場合 
アンケートの入っていた封筒に入れて 

令和６年３月８日（金）までに利用園へ提出してください 

郵送で届いた場合 
同封の返信用封筒に入れて（氏名の記入、切手の貼付は不要） 

令和６年３月８日（金）までに投函してください 

 

◼ アンケートは、お子さんの保護者がご記入ください。 

◼ 就学前のお子さんが２人以上いても、封筒のあて名のお子さんの状況をご記入ください。 

   ※なお、調査票への氏名の記入は不要です。 

◼ 記入が済みましたら、令和６年３月８日（金）まで に、 

①アンケート調査票を郵便で受け取られた方は、 

同封の返信用封筒に入れて投函してください。（氏名の記入、切手の貼付は不要です。） 

②アンケート調査票を幼稚園・保育園・認定こども園で受け取られた方は、 

アンケートの入っていた封筒に入れて、アンケートを受け取られた幼稚園・保育園・認定こども園の

職員にお渡しください。 

 

記入にあたってのお願い 



 

～ いただいた回答は、地域の子育て支援の充実に生かされます ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【用語の定義】この調査票における用語の定義は以下のとおりです。 

定期的な教育・保育の

事業 

幼稚園、保育園（認可外含む）、認定こども園、家庭的な保育（いわゆる保

育ママ）、事業所内保育施設、ベビーシッター、ファミリー・サポート・センター

などで、定期的に利用している事業としています。 

保育園 
児童福祉法に定める、保育を必要とする０～５歳児に対して保育を行う施設

（児童福祉法第 39条） 

幼稚園 
学校教育法に定める３～５歳児に対して学校教育を行う施設（学校教育法

第 22条） 

認定こども園 
幼稚園と保育園の機能を併せ持つ施設（就学前の子どもに関する教育、保

育等の総合的な提供の推進に関する法律第２条第６項） 

 

回答 

子育て家庭 

調査票を送付 

玉野市 
玉野市 

子ども・子育て会議 

アンケート調査の結果等から、子育て家庭の

子育て支援の利用状況や利用希望（ニー

ズ）を把握し、幼児期の保育・教育や地域の

子育て支援について、量の見込み（現在の

利用状況＋利用希望）や確保方策（確保の

内容＋実施時期）を決定します。 

放課後児童クラブ 

一時預かり 

延長保育事業など 

保育園・幼稚園 

認定こども園・ 

地域子育て支援拠点

事業など 

玉野市子ども・子育て支援事業計画 

（５か年計画） 

計画に 

基づいて整備 
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お子さんとご家族の状況などについておたずねします。 

問１ あなたのお住まいの小学校区はどちらですか。（１つに○） 

１．田井小学校 ２．築港小学校 ３．宇野小学校 ４．玉小学校 

５．玉原小学校 ６．日比小学校 ７．第二日比小学校 ８．山田小学校 

９．後閑小学校 10．荘内小学校 11．八浜小学校 12．大崎小学校 

13．鉾立小学校 14．胸上小学校   

 

問２ お子さんの生年月をご記入ください。（数字を記入） 

        年         月生まれ 

 

問３ お子さんを含めた兄弟姉妹は何人いらっしゃいますか。（数字を記入） 

兄弟姉妹の数 （      ）人 

 

問４ あて名のお子さんからみて、あなた（この調査票にご回答いただく方）の続柄はどれに当てはまりま

すか。また、あなたの年齢をお答えください。（それぞれ１つに○） 

（１）あて名のお子さん

との続柄 
１．母親 ２．父親 ３．その他（        ） 

（２）あなたの年齢 
１．19歳以下 ２．20～29歳 ３．30～39歳 ４．40～49歳 

５．50～59歳 ６．60～69歳 ７．70歳以上  

 

問５ あなたに配偶者はいらっしゃいますか。（１つに○） 

１．配偶者がいる ２．配偶者はいない 

 

問６ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）を主にしている方はどなたですか。（１つに○） 

注：続柄は、あて名のお子さんからみた関係でお答えください。 

１．父母ともに ２．主に母親 ３．主に父親 ４．主に祖父母 

５．その他（            ）   

 

問７ あて名のお子さんを預かってもらえる人はいますか。（あてはまるものすべてに○） 

注：保育園などを利用中のお子さんについては、登園しない場合を想定してください。 

１．日常的に祖父母をはじめとする親族に預かってもらえる 

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母をはじめとする親族に預かってもらえる 

３．日常的に子どもを預かってもらえる友人・知人がいる 

４．緊急時もしくは用事の際には子どもを預かってもらえる友人・知人がいる 

５．預かってもらえる人はいない 

０

０ 

２

２

２ 

※ご記入の上、本紙のみご返却ください。 
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お子さんの保護者の就労状況についておたずねします。 

問８ お子さんの保護者の現在の就労状況をお答えください。（それぞれ１つに○） 

注：「働いている」には、自営業、家族従事者、産休・育休・介護休業中を含みます。 

注：配偶者がいない方は、該当する項目のみお答えください。 

注：フルタイム：１週５日程度・１日８時間程度の就労。 パート：「フルタイム」より少ない時間の就労。 

➀ 母親 ② 父親 

１．フルタイムで働いている 

２．パートタイムで働いている 

３．以前は働いていたが、現在は働いていない 

４．これまで働いたことがない 

１．フルタイムで働いている 

２．パートタイムで働いている 

３．以前は働いていたが、現在は働いていない 

４．これまで働いたことがない 

 

問８の① 母親 ② 父親いずれかで「１.」「２.」に○をつけた方は問８-１へ、「３.」「４.」に〇をつけた

方は問８-２へお進みください。 

 

問８-１ 問８の① 母親 ② 父親いずれかで「１.」「２.」に○をつけた方におうかがいします。 

現在の就労状況について以下の（１）～（５）にお答えください。（数字を記入） 

注：集計上の都合により、時間は、必ず２４時間制でご記入をお願いいたします。 

（例）18時30分とする（午後６時30分とはしない） 

注：就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。 

注：産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

回答項目 ➀ 母親 ② 父親 

（１）就労日数 1週あたり（   ）日 1週あたり（   ）日 

（２）就労時間 1日あたり（   ）時間（   ）分 1日あたり（   ）時間（   ）分 

（３）家を出る時刻 （   ）時 （   ）分 （   ）時 （   ）分 

（４）勤務終了時刻 （   ）時 （   ）分 （   ）時 （   ）分 

（５）帰宅時刻 （   ）時 （   ）分 （   ）時 （   ）分 
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問８-２ 【すべての方におうかがいします。】 

現在から１年後までの間の就労形態の希望をお答えください。（それぞれ１つに○） 

注：就労には、自営業、家族従事者、産休・育休・介護休業中を含みます。 

注：配偶者がいない方は、該当する項目のみお答えください。 

注：フルタイム：１週５日程度・１日８時間程度の就労  パート：「フルタイム」より少ない時間の就労 

➀ 母親 ② 父親 

１．フルタイムで働いていたい 

２．パートタイムで働いていたい 

３．働かないつもりだ 

１．フルタイムで働いていたい 

２．パートタイムで働いていたい 

３．働かないつもりだ 

 

問８-２の① 母親 ② 父親いずれかで「３.」に○をつけた方は問８-３へ、「１.」「２.」に〇をつけた方

は問９へお進みください。 
 

問８-３ 問８-２の① 母親 ② 父親いずれかで「３．働かないつもりだ」に○をつけた方におうかがいし

ます。 

１年後以降の就労形態の希望についてお答えください。（それぞれ１つに○、２を選択した場合

は（ ）に数字を記入） 

注：配偶者のいない方は、該当する項目のみお答えください。  

① 母親 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．１年より先、末子が（   ）歳になったころに就労したい 

３．その他（                        ） 

② 父親 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．１年より先、末子が（   ）歳になったころに就労したい 

３．その他（                       ） 

 

お子さんの幼稚園や保育園などの平日の利用についておたずねします。 

問９ お子さんは現在、平日にどのようなサービスを利用していますか。年間を通じて「定期的に」利用し

ているサービスをお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

１．幼稚園 ２．幼稚園の預かり保育 

３．保育園 ４．認可外の保育施設 

５．認定こども園 ６．事業所内保育施設 

７．ファミリー・サポート・センター ８．子育て支援センターの一時預かり 

９．その他（             ） 10．サービスを利用していない 

 

問９で「１.」～「９.」に○をつけた方は問９-１へ、「10.」に〇をつけた方は問９-２へお進みください。  
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問９-１ 問９で「１.」～「９.」のいずれかに○をつけた方におうかがいします。 

そのサービスを１週あたり何日、１日あたり何時間（何時から何時まで）利用していますか。枠内

に具体的な数字でお答えください。（問９で複数選択した方は、事業ごとの利用日数・時間を記

載してください） 

問９で選択した事業

の選択肢番号を記入 

（１つの枠に１つ） 

1週あたり 

利用日数 

1日あたり 

利用時間 

何時から何時まで 

（記入例）8:30 （記入例）18:00 

 
     日 
 

   時間   分 
 

： ： 

 
     日 
 

   時間   分 
 

： ： 

 
     日 
 

   時間   分 
 

： ： 

 
     日 
 

   時間   分 
 

： ： 

注：時間は24時間で表記してください。（例：午後６時３０分→１８：３０）  

 

問９-２ 問９で「10．サービスを利用していない」に○をつけた方におうかがいします。 

サービスを利用していないのはなぜですか。（あてはまるものすべてに○、９を選択した場合は（ ）

に数字を記入） 

１．利用する必要がない 

（子どもの教育や発達のため、子どもの母親か父親が就労していないなどの理由） 

２．子どもの祖父母や親戚の人にみてもらえる 

３．近所の人や父母の友人・知人にみてもらえる 

４．利用したいが、幼稚園や保育園などに空きがない 

５．利用したいが、経済的な理由で幼稚園や保育園などを利用できない 

６．利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない 

７．利用したいが、幼稚園や保育園などの質や場所など、納得できる施設や事業がない 

８．利用したいが、病気や障害があり利用できない 

９．子どもがまだ小さいため ⇒（     ）歳くらいになったら利用しようと考えている 

10．その他（                              ） 
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問１０ 【すべての方におうかがいします。】 

今後の希望についておうかがいします。現在、利用している、利用していないにかかわらず、あて

名のお子さんについて、今後、「定期的に」利用したいサービスをお答えください。（あてはまるも

のすべてに○） 

注：これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生する場合があります。 

１．幼稚園 ２．幼稚園の預かり保育 

３．保育園 ４．認可外の保育施設 

５．認定こども園 ６．事業所内保育施設 

７．ファミリー・サポート・センター ８．子育て支援センターの一時預かり 

９．その他（            ） 10．特に利用したい事業はない 

 

問 10で「１.」～「９.」に○をつけた方は問 10-１へ、「10」に〇をつけた方は問 11へお進みください。 

 

問１０－1 問１０で「１.」～「９.」のいずれかに○をつけた方におうかがいします。 

今後利用したいサービスについて、１週あたり何日、１日あたり何時間（何時から何時まで）

利用したいですか。枠内に具体的な数字でお答えください。（問１０で複数選択した方は、事

業ごとの利用希望日数・時間を記載してください） 

問１０で選択した事業

の選択肢番号を記入 

（１つの枠に１つ） 

1週あたり 

利用日数 

1日あたり 

利用時間 

何時から何時まで 

（記入例）8:30 （記入例）18:00 

 
    日 

 
   時間   分 
 

： ： 

 
    日 

 
   時間   分 
 

： ： 

 
    日 

 
   時間   分 
 

： ： 

 
    日 

 
   時間   分 
 

： ： 

 
    日 

 
   時間   分 
 

： ： 

 
    日 

 
   時間   分 
 

： ： 

 
    日 

 
   時間   分 
 

： ： 

 
    日 

 
   時間   分 
 

： ： 

 
    日 

 
   時間   分 
 

： ： 

注：時間は 24 時間制でご記入ください。（例：午後６時３０分→18：30）  
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問１０－２ 問 10で「1.」に○をつけ、かつ「３.」～「９.」のいずれかにも○をつけた方におうかがいしま

す。 

特に幼稚園の利用を強く希望しますか。（１つに○） 

１．はい ２．いいえ 

 

問１１ 【すべての方におうかがいします。】 

幼稚園や保育園などのサービスを選ぶときに特に重視することは何ですか。次の「１ .」から

「10.」のうち、あてはまるものを３つ以内でお選びください。（３つまでに○） 

１．居住地に近い場所 ２．勤務先の近く・通勤に便利な場所 

３．兄弟姉妹が通っていること ４．子どもが行きたい施設 

５．延長保育や休日保育など保育機能 ６．教育・保育の方針・内容 

７．行事が充実していること ８．先生や職員の対応 

９．地域の評判がよいこと 10．その他（             ） 

 

 

保育園・認定こども園等についておたずねします。 

 

 

 

 

 

 

 

問１２ 保育園や認定こども園（保育利用）を利用する場合、通常の保育以外にどのようなサービスを受

けたいと思いますか。（あてはまるものすべてに○、「２.」を選択した場合は（ ）に数字を記入） 

１．乳児保育（６か月から） ２．延長保育（  ）時から（  ）時まで 

３．一時預かり ４．休日保育 

５．その他（            ）  

注：時間は24時間制でご記入してください。（例：午後６時→18時） 

  

認定こども園とは 

保護者の就労の有無や形態で区別されることなく、教育と保育を一体的に実施する施設です。 

本市では現在、５園を開設しており、「教育利用」が降園する１３時３０分までの間、「保育利用」と

「教育利用」が同じクラスで一緒に保育を行っています。 
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子育て支援センターなどの利用についておたずねします。 

問１３ あて名のお子さんは現在、子育て支援センターを利用していますか。（あてはまるものいずれかに

○、「１.」を選択した場合は（ ）内に数字を記入） 

１．子育て支援センターを利用している 

→ （月に   回くらい、または週に   回くらい） 

２．利用していない 

３．子育て支援センターがあることを知らなかった 

 

 

 

 

 

 

問１３で「１.」に○をつけた方は問１３－１へ、「２.」に〇をつけた方は問１３－２へ、「３.」に〇をつけた方は

問１４へお進みください。 

 

問１３－１ 問１３で「１.子育て支援センターを利用している」に○をつけた方におうかがいします。 

子育て支援センターを利用している理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．保護者同士のネットワーク作りのため 

２．育児相談のため 

３．子どもを遊ばせるため 

４．保育園や認定こども園に入園を希望しているが、空きがなく、やむを得ず一時預かり事業を利用

するため 

５．その他（                              ） 

 

問１３－２ 問１３で「１.」または「２.」に○をつけた方におうかがいします。 

子育て支援センターをできれば今後利用したい、あるいは利用頻度を増やしたいと思います

か。また、希望するおよその利用回数（頻度）をお答えください。（１つに○、「１.」または「２.」

を選択した場合は（ ）内に数字を記入） 

注：これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生する場合があります。 

１．利用していないが、今後利用したい 

→ （月に   回くらい、または週に   回くらい） 

２．すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい 

→ 現在の利用頻度（月に   回くらい、または週に   回くらい） 

今後の利用頻度（月に   回くらい、または週に   回くらい） 

３．新たに利用することや、利用日数を増やしたいとは思わない 

  

【子育て支援センターとは】 

子育てに関する相談や園庭開放、一時預かり、機関紙の発行、イベントの開催、親子向け動画配信な

ど、総合的に子育てを応援する施設です。玉野市では、玉原認定こども園・築港ちどり保育園・槌ケ

原ちどり保育園の園内に設置しています。（一時預かりについてはサンマリン認定こども園でも実施） 
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土曜・休日・長期休暇中の幼稚園や保育園などの利用希望についておたずねします。 

問１４ あて名のお子さんについて、（１）土曜日と（２）日曜日・祝日に、幼稚園や保育園などでの保育

サービスを希望しますか。（それぞれ１つに○、枠内には具体的な数字を記入） 

注：現在入園していないお子さんは、入園したと仮定してお答えください。 

注：サービスの利用には、一定の利用者負担が発生する場合があります。 

（１）土曜日 

１．ほぼ毎週利用したい 

２．月に１～２回は利用したい 

３．利用希望はない 

利用したい時間帯（例）8:30～18:00 

  から         まで 

（２）日曜日 

.祝日 

１．ほぼ毎週利用したい 

２．月に１～２回は利用したい 

３．利用希望はない 

利用したい時間帯（例）8:30～18:00 

  から         まで 

 

問 1４（１）または（２）で「２.」に○をつけた方は問１４-1へ、「１.」または「３.」に〇をつけた方は問１５へ

お進みください。 

 

問１４－１ 問１４（１）または（２）で「２．月に１～２回は利用したい」に○をつけた方におうかがいします。

毎週ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．月に数回仕事が入るため 

２．平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため 

３．親族の介護や手伝いが必要なため 

４．息抜きのため 

５．その他（                                ） 

 

問１５ 現在「幼稚園」を利用している方におたずねします。「幼稚園」を利用していない場合は問１６へ

お進みください。 

あて名のお子さんについて、夏休みや冬休みなど長期の休暇期間中の在園幼稚園での預かり保

育を希望しますか。（１つに○、枠内には具体的な数字を記入） 

注：玉野市では、現在、長期休暇中の預かり保育は実施していません。 

注：長期休暇中の預かり保育の利用には、一定の利用者負担が発生するものと仮定します。 

１．休みの期間中、ほぼ毎日利用したい 

２．休みの期間中、週に数日利用したい 

３．利用する必要はない 

利用したい時間帯（例）8:30～18:00 

  から         まで 

 

問 1５で「２.」に○をつけた方は問 1５-1へ、「１.」または「３.」に〇をつけた方は問１６へお進みください。 

： ： 

           

： ： 

： ： 
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問１５－1 問１５で「２．休みの期間中、週に数日利用したい」に○をつけた方におうかがいします。 

毎日ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．週に数回仕事が入るため 

２．平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため 

３．親など親族の介護や手伝いが必要なため 

４．息抜きのため 

５．その他（                                 ） 

 

 

お子さんが病気の時の対応についておたずねします。 

問１６ この１年間に、あて名のお子さんが病気やケガで、幼稚園や保育園などが利用できなかった時は、

どのように対処されましたか。また、それは何日くらいありましたか。対処方法とそれぞれの日数を

お答えください。（あてはまるものすべてに○、枠内には具体的な数字を記入） 

注：半日程度についても１日としてカウントしてください。 

お子さんが病気やケガの時の対処方法 

あてはまるものすべてに○↓ 

その時の日数 

父親が仕事を休んだ １.     日 

母親が仕事を休んだ ２.     日 

親族・知人（同居者を含む）に子どもをみてもらった ３.     日 

父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた ４.     日 

病児・病後児の保育を利用した ５.     日 

ベビーシッターを利用した ６.     日 

仕方なく子どもだけで留守番をさせた ７.     日 

その他（                        ） ８.     日 

病気やケガで幼稚園や保育園を休むことはなかった ９.  

 

問１６で「１.」または「２.」に○をつけた方は問１６-1へ、「３.」～「９.」に〇をつけた方は問１７へお進み

ください。 
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問１６－１ 問１６で「１.」または「２.」に○をつけた方におうかがいします。 

その際、病児・病後児のための保育施設等を利用したいと思いましたか。また、施設を利用した

いと思った日数をお答えください。（１つに○、「１.」を選択した場合は（ ）内に数字を記入） 

注：病児・病後児のための事業等の利用には、一定の利用料がかかります。 

注：玉野市内では、玉野市民病院で病児・病後児保育事業を実施しています。（他自治体にも利用できる施

設があります。） 

１．できれば病児・病後児保育等を利用したかった→（   日くらい利用したかった） 

２．利用したいとは思わなかった 

 

 問１６－１で「２.」に○をつけた方は問１６－２へ、「１.」に〇をつけた方は問１７へお進みください。 

 

問１６－２ 問１６－１で「２．利用したいとは思わなかった」に○をつけた方におうかがいします。 

利用したいとは思わない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．病児・病後児を他人にみてもらうのは不安 ２．事業の質に不安がある 

３．事業の利便性（立地や利用可能時間・日数等）が

よくない 
４．利用料がかかる・高い 

５．利用料がわからない ６．親がそばにいてやりたい 

７．事業の利用方法（手続き等）がわからない ８．その他（            ） 
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お子さんの一時預かりなどの利用についておたずねします。 

問１７ あて名のお子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、不定期に利用している

事業がありますか。また、ある場合は、１年間のおよその利用日数をお答えください。（あてはまる

ものすべてに○、枠内には具体的な数字を記入） 

利用している事業 

あてはまるものすべてに○↓ 

１年間の 

利用日数 

一時預かり 

（私用など理由を問わず、子育て支援センター（保育園）などで一時的に子ど

もを保育する事業） 

１.     日 

幼稚園の預かり保育 

（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち、不定期に利用する場合のみ） 
２.     日 

ファミリー・サポート・センター（地域住民が子どもを預かる事業） ３.     日 

ベビーシッター ４.     日 

その他（                        ） ５.     日 

利用していない ６.  

 

問１７で「１.」～「５.」に○をつけた方は問１７-1へ、「６.」に〇をつけた方は問１７-2へお進みください。 

 

 

問１７－１ 問１７で「１.」～「５.」に○をつけた方におうかがいします。 

問１７の事業について、年間何日くらい利用する必要があると思いますか。年間のおよその利用

希望日数をご記入ください。（あてはまるものすべてに○、枠内には具体的な数字を記入） 

事業を利用したいと思う理由 

あてはまるものすべてに○↓ 

１年間の 

利用希望日数 

私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、リフレッシュ目的 １.     日 

冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院等 ２.     日 

不定期な就労 ３.     日 

その他（                         ） ４.     日 
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問１７－２ 問 17で「６．利用していない」に○をつけた方におうかがいします。 

現在利用していない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．特に利用する必要がない 

２．利用したい事業が地域にない 

３．事業の質に不安がある 

４．事業の利便性（立地や利用可能時間・日数等）がよくない 

５．利用料がかかる・高い 

６．利用料がわからない 

７．自分が事業の対象者になるのかどうかわからない 

８．事業の利用方法（手続き等）がわからない 

９．その他（                                   ） 

 

宿泊を伴う一時預かりなどの利用についておたずねします。 

問１８ あて名のお子さんについて、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族（兄弟姉妹含む）の育児疲

れや育児不安、病気など）により、短期入所生活援助事業（ショートステイ）(児童養護施設等で

一定期間、子どもを保護する事業) に泊りがけで年間何日くらい預ける必要があると思いますか。

年間のおよその利用希望泊数をご記入ください。（あてはまるものすべてに○、枠内には具体的な

数字を記入） 

注：玉野市では、現在、短期入所生活援助事業は実施していませんが、このサービスが利用できると仮定して

お答えください。なお、事業の利用には、一定の利用料がかかります。 

事業を利用したいと思う理由 

あてはまるものすべてに○↓ 

１年間の 

利用希望泊数 

冠婚葬祭 １.     泊 

保護者や家族の育児疲れ・不安 ２.     泊 

保護者や家族の病気 ３.     泊 

その他（                         ） ４.     泊 

利用したいと思わない ５.  
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育児休業制度についておたずねします。 

問１９ あて名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか。 

（それぞれ１つに○、「２.」を選択した場合は（ ）内に取得日数（予定）の数字を記入） 

➀ 母親 ② 父親 

１．働いていなかった 

２．取得した（取得中である）→ （延べ   日取

得（予定）） 

３．取得していない 

１．働いていなかった 

２．取得した（取得中である）→ （延べ   日取

得（予定）） 

３．取得していない 

 

問１９の①母親 ②父親いずれかで「３.」に○をつけた方は問１９－１へ、「１.」または「２.」に〇をつけ

た方は問２０へお進みください。 

 

問１９－１ 問１９の① 母親 ② 父親いずれかで「３．取得していない」に○をつけた方におうかがいしま

す。 

取得していない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

注：配偶者がいない場合は、該当する項目のみお答えください。 

①母親 ②父親  

１ １ 職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 

２ ２ 仕事が忙しかった 

３ ３ （産休後に）仕事に早く復帰したかった  

４ ４ （育休後に）仕事に戻るのが難しそうだった 

５ ５ 昇給・昇格などが遅れそうだった 

６ ６ 収入減となり、経済的に苦しくなる 

７ ７ 保育園などに預けることができた 

８ ８ 配偶者が育児休業制度を利用した 

９ ９ 配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった 

10 10 子育てや家事に専念するため退職した  

11 11 職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった）  

12 12 有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった 

13 13 育児休業を取得できることを知らなかった 

14 14 産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得できることを知らず、退職した 

15 15 その他（                            ） 
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あて名のお子さんが５歳以上（H29.4.2～H30.4.1 生まれ）である方に、小

学校就学後の放課後の過ごし方についておうかがいします。※先のことになります

が、現在お持ちのイメージでお答えください。 

⇒ 該当しない方は、問２１へお進みください。 

問２０ お子さんについて、小学校就学後の放課後の時間をどこで過ごさせたいと思いますか。あてはま

るものをすべてに○をつけ、低学年（１～３年生）・高学年（４～６年生）毎に（ ）内に日数を記入

してください。（枠内に具体的な数字を記入） 

注：「放課後児童クラブ」を選んだ方は、利用を希望する時間を必ず２４時間制でご記入してください。 

 （１）低学年では （２）高学年になったら 

① 自宅 週（  ）日くらい 週（  ）日くらい 

② 祖父母宅や友人・知人宅 週（  ）日くらい 週（  ）日くらい 

③ 習い事

（ ピアノ教 室 、サッカークラブ、塾 など） 
週（  ）日くらい 週（  ）日くらい 

④ 児童館 週（  ）日くらい 週（  ）日くらい 

⑤ 放課後児童クラブ（学童保育）※１ 

週（  ）日くらい 

下校時から 

（  ）時（  ）分頃まで 

週（  ）日くらい 

下校時から 

（  ）時（  ）分頃まで 

⑥ 子ども楽級・おさらい会※２ 月（  ）日くらい 月（  ）日くらい 

⑦ ファミリー・サポート・センター※３ 週（  ）日くらい 週（  ）日くらい 

⑧ その他（            ） 週（  ）日くらい 週（  ）日くらい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２０の（１）（２）いずれかで「⑤」に回答した方は問２０-1へ、「⑤以外」に回答した方は問２１へお進み

ください。 

  

※１「放課後児童クラブ（学童保育）」…就労等により保護者が昼間家庭にいない、小学校１～６年生の児童を対

象に、授業終了後や長期休暇期間中に預かり、適切な遊びや生活の場を提供します。事業の利用にあたって

は、一定の利用料がかかります。地域によっては「学童保育」などと呼ばれています。 

※２「子ども楽級」…すべての子どもを対象に、地域の方々の協力を得ながら、子どもたちとともに勉強やスポー

ツ・文化芸術活動、地域住民との交流活動等を行う事業であり、玉野市では月１～２回程度、主に土曜日に

実施しています。 

「おさらい会」…平日の放課後に、希望する小学校３年生を対象に、地域のボランティア指導者や協力者に

よる算数等の基礎基本習得の学習支援を行います（現在、月１～３回程度実施中）。 

※３「ファミリー・サポート・センター」…緊急時の預かりや送迎など、さまざまな保育ニーズへ対応するため、

援助を依頼する人と援助する人に登録してもらい、相互の援助活動を支援する事業です。事業の利用にあた

っては、一定の利用料がかかります。 
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問２０-1 問２０の（１）（２）で「⑤放課後児童クラブ（学童保育）」に回答した方におうかがいします。 

今後、放課後児童クラブを利用したいと思う理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

主に子育て（教育を含む）をしている方が 

１．現在働いているため 

２．現在働いているが、もっと日数や時間を増やしたいため 

３．家族・親族などを介護しなければならないため 

４．病気や障害を持っているため 

５．学生である（就学したい）ため 

６．その他（                                ） 

 

子どもの生活実態についておたずねします。 

問２１ お子さんにかかる費用のうち、経済的に負担が大きいと感じるものは何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．保育料・給食費等の園の諸経費 ２．食費 

３．制服・体操服の購入費 ４．学習塾や習い事にかかる費用 

５．ゲームや娯楽品の購入費 ６．子ども服や靴などの衣料費 

７．交通費（ガソリン代なども含む） ８．医療費 

９．その他（            ） 10．大きな負担を感じるものはない 

 

問２２ お子さんと生計をともにしている世帯全員の方の、おおよその年間収入はいくらですか。 

（○は１つ） 

※収入には、勤労収入（パート、アルバイトを含む）、事業収入（自営業等）、農業収入、不動産収入、利子・

配当金、個人年金、仕送りや元配偶者からの養育費を含みます。 

※複数の収入源がある場合（父親が勤労収入、母親が事業収入など）は、おおよその合算値（合計額）を教え

てください。 

１．収入はない（０円）  ２．100万円未満 

３．100～200万円未満 ４．200～250万円未満 

５．250～300万円未満 ６．300～400万円未満 

７．400～600万円未満 ８．600～800万円未満 

９．800～1,000万円未満 10．1,000～1,500万円未満 

11．1,500万円以上  

 

  



16 

問２３ あなたの世帯（家庭）では、過去１年間に、経済的な理由による次のような経験がありましたか。

（項目ごとに、それぞれ１つに○） 

項  目 
１ 

まったくない 

２ 

何度かあった 

３ 

頻繁にあった 

① 必要な食料が買えなかった １ ２ ３ 

② 必要な衣料が買えなかった １ ２ ３ 

③ 必要な保育用品が買えなかった １ ２ ３ 

④ 塾や習い事などの学習の機会が得られなかった １ ２ ３ 

⑤ 公共料金（電気・ガス・水道）の滞納 １ ２ ３ 

⑥ 電話料金の滞納 １ ２ ３ 

⑦ 家賃や住宅ローンの滞納 １ ２ ３ 

⑧ 税金や保育料等の滞納 １ ２ ３ 

 

問２４ 全体として現在の暮らしの状況をどのように感じていますか。（〇は１つ） 

1．大変苦しい 2.やや苦しい 

3．普通 4．ゆとりがある 

5．大変ゆとりがある  

 

 

子育て全般についておたずねします。 

問２５ あなたが理想とする子どもの数（理想子ども数）は何人ですか。また、現在のお子さんを含め、今

後何人の子どもを持つ予定（予定子ども数）ですか。（それぞれ１つに○） 

（１）理想子ども数 １．１人 ２．２人  ３．３人 ４．４人 ５．５人以上 

（２）予定子ども数 １．１人 ２．２人  ３．３人 ４．４人 ５．５人以上 

 

 

 

 

問２５で（１）理想子ども数より、（２）予定子ども数が少ない方は問２５-1へ、それ以外の方は問２６へ

お進みください。 
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問２５-1 理想子ども数より予定子ども数が少ない方におうかがいします。 

理想とする数の子どもを持つ予定がない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．仕事と子育ての両立が難しいから 

２．子育てに対する心理的・肉体的負担が重いから 

３．自分たちの自由な時間が少なくなるから 

４．自分や配偶者が定年退職するまでに一番末の子どもが成人しないから 

５．住宅事情が厳しいから 

６．子育てにかかる経済的負担が大きいから 

７．出産・育児は女性の自立にとって負担になるから 

８．子育ての不安が大きいため 

９．子どもの将来に不安があるため 

10．その他（                                 ） 

 

問２６ 仕事と子育てを両立させるためには、どのようなことが必要だと思いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．家族の理解と協力 

２．子育てに関する職場の理解 

３．育児休業の延長や育児休業手当の支給など育児休業制度の充実 

４．労働時間の短縮や勤務時間の弾力化 

５．自宅で仕事をすることができる在宅勤務制度の導入 

６．子どもの病気やけが、学校の参観日などに休暇がとれる制度の導入 

７．出産・育児のために退職した人の再雇用促進 

８．保育園における保育時間の延長 

９．放課後児童クラブなどの充実 

10．その他（                                ） 

 

問２７ 子育てをしていて特に大変と感じることや負担に感じることは何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．子育てによる身体の疲れが大きい 

２．子育てで出費がかさむ 

３．自分の自由な時間が持てない 

４．夫婦で楽しむ時間がない 

５．仕事が十分にできない 

６．子育てが大変なことを身近な人が理解してくれない 

７．子どもが病気がちである 

８．目が離せないので気が休まらない 

９．その他（                                ） 

10．特にない  
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問２８ 子育てを中心に、日常悩んでいること、または気になることはどのようなことですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．病気に関すること 

２．発達・発育に関すること 

３．食事や栄養に関すること 

４．育児の方法（しつけなど）がよくわからないこと 

５．子どもとの時間を十分にとれないこと 

６．話し相手や相談相手がいないこと 

７．仕事や自分のやりたいことが十分できないこと 

８．子どもの教育に関すること 

９．友だちづきあい（いじめ等を含む）に関すること 

10．子育てに関しての配偶者・パートナーの理解が得られないこと 

11．自分の子育てについて、親族・近隣の人・職場などまわりの見る目が気になること 

12．配偶者・パートナー以外に子育てを手伝ってくれる人がいないこと 

13．子どもを叱りすぎているような気がすること 

14．子育てのストレスがたまっているような気がすること 

15．子育て支援事業の内容や利用・申し込み方法がよくわからないこと 

16．その他（                                ） 

17．特にない 

 

問２９ 子育てに関する不安や悩みを解消するために利用している情報源や相談先はどこですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．配偶者 

３．親戚 

５．保育園・幼稚園・学校 

７．市役所（保健師など） 

９．児童館 

11．児童相談所 

13．子育てセミナーや育児教室 

15．育児図書 

17．子育て支援センター 

２．父母（宛名の子どもの祖父母） 

４．友人･知人、近隣住民 

６．かかりつけの医師 

８．青少年育成センター 

10．ファミリー・サポート・センター 

12．愛育委員、主任児童委員 

14．テレビやラジオなどのメディア 

16．スマホやインターネット（ＳＮＳ含む） 

18．その他（             ） 
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問３０ 子どもに特に身につけてほしい力や大切にしてほしいと思うことは何ですか。次の「１.」から「13.」

のうち、あてはまるものを３つ以内でお選びください。（３つまでに○） 

１．友達や身近な人と親しみ、関わること 

２．自分の気持ちを表現すること 

３．人との関わりを大切にし、コミュニケーション能力を身につけること 

４．基本的な生活習慣を身につけること 

５．基礎学力を身につけること 

６．豊かな自然と触れ合うこと 

７．あいさつや礼儀、社会的マナーを身につけること 

８．芸術、スポーツなど、自分の得意な分野を伸ばすこと 

９．偏差値の高い学校に進学できるだけの学力を身につけること 

10．英語やＩＣＴ教育※など、国際感覚を養い、世界で活躍できる力を身につけること 

11．様々な体験・経験をすること 

12．他者を尊重し、思いやりを持つこと 

13．その他（                                  ） 

※「ＩＣＴ教育」…コンピューターやインターネットなどの情報通信技術を活用して行う教育。 

 

問３１ 子育て支援として、地域の人に望むことがありますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．子育てに関する悩みを聞いたり、相談相手になったりしてほしい 

２．緊急時などに子どもを一時的に預かってほしい 

３．危険な遊びやいじめを見つけたら注意してほしい 

４．子どもが犯罪や事故に遭わないよう、見守ってほしい 

５．子どもが参加する地域行事や催しなどに参加してほしい 

６．子どもに遊びやスポーツなどを教えてほしい 

７．その他（                                 ） 

８．特にない 

 

問３２ あなたは今までに、自分の子どもに対し、次のようなことをしたことや感じたことがありますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．必要以上に大声で怒鳴ったことがある 

２．感情のままにたたいたことがある 

３．食事を与えなかったことがある 

４．「子どもなんかいらない」「生まなければよかった」と思ったことがある 

５．泣きやまない子どもに暴力で泣きやませようとしたことがある 

６．子どもに物を投げつけたことがある 

７．その他（                               ） 

８．特にない 
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問３３ 子育てしやすい社会にするためには、どのような支援策が必要だと思いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．働きながら子育てできる環境づくりを進めてほしい 

２．子育てにかかる費用（経済的な負担）を軽減してほしい 

３．子どもへの接し方や育児方法について学べる機会を充実してほしい 

４．子育てに困ったときに気軽に相談できる場所を充実してほしい 

５．多様な保育事業を増やしてほしい 

６．安心して子どもが医療機関にかかれる体制を整備してほしい 

７．子育てに十分なゆとりある住宅を整備してほしい 

８．子連れでも利用しやすい子育てに配慮した道路や建物・施設などを整備してほしい 

９．安全・安心な子どもの遊び場を充実してほしい 

10．子どもが自然とふれあう場や機会を充実してほしい 

11．出産・育児に関する情報提供や相談体制を充実してほしい 

12．同じ世代の保護者と子どもが一緒にくつろげて情報交換などができる場を増やしてほしい 

13．男女が共に子育てに参加する社会の環境づくりを進めてほしい 

14．地域で育児を助け合うコミュニティづくりを進めてほしい 

15．自主的な子育てサークルづくりを進めてほしい 

16．その他（                                ） 

17．特にない 
 

 

調査にご協力いただき、誠にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

ご回答いただいた内容は、今後の子ども・子育て支援施策の推進に活用させていただきます。 

アンケートを郵便で受け取った方は、同封の小サイズの茶封筒に入れ、切手を貼らずにご投函ください。

（送り主の氏名・住所の記入は不要です。） 

アンケートを幼稚園・保育園・認定こども園で受け取った方は、アンケートが入っていた封筒に入れて、受

け取った幼稚園・保育園・認定こども園の職員にお渡しください。 

 

 

 

 


